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 １ はじめに 
 

少子高齢化や核家族化の進行により本格的な人口減少社会が到来し、一人暮らしや夫婦だ

けの高齢者世帯が増加しています。 

また、地域社会における人と人とのつながりの希薄化や生活課題の多様化、さらに、各地

で大規模災害や集中豪雨が頻発する中で、地域コミュニティや地域団体の果たす役割は、こ

れまで以上に大きくなっています。 

 

（１）協働によるまちづくり ～地域づくり計画の策定～ 

平成 21 年 4 月、山口市では個性豊かで活力ある自立した地域社会の実現を理念に掲げた

「山口市協働のまちづくり条例」を施行し、各地域では地域づくり協議会の設置が進められ、

その活動の財源措置として地域づくり交付金制度が創設されています。 

吉敷地域では、平成 22 年度に吉敷地区地域づくり協議会を設置、地域の特性を活かした

安心で安全な住みよいまちづくりを目指し、「笑顔あふれるふれあいのまち」の実現に向け

て活動を進めるため「吉敷地区地域づくり計画」を策定しています。 

地域づくり計画は、町内会・自治会、地域づくり関係団体の活動の指針であるだけでなく、

地域づくり交付金の裏付けとなるものです。 

 

（２）福祉のまちづくり ～地域福祉活動計画の策定～ 

平成 21 年 3 月、山口市と山口市社会福祉協議会とは、お互いに連携して地域福祉を推進

するため、市の「地域福祉計画」と市社会福祉協議会の「地域福祉活動計画」を一体的に策

定しています。 

吉敷地域では、吉敷地区社会福祉協議会が中心となり、住民や地域の生活課題を出し合い、

その解決策等を話し合う住民座談会を開催し、出された意見をもとに「吉敷地区地域福祉活

動計画」を策定しています。 

 

（３）地域づくり計画と地域福祉活動計画の一体的な策定 

地域づくり計画と地域福祉活動計画とは、それぞれ計画を策定する根拠規定は異なってい

ますが、一体的に策定を行った方が住民に分かりやすく、団体の活動も円滑に推進できるこ

とから、吉敷地域ではこれら両計画を一体的に策定してきています。 

現行計画の計画期間が終了することに伴い、地域づくり協議会と地区社会福祉協議会とは、

引き続き平成 30 年度からの吉敷地域のまちづくりの新たな方向性を位置づける一体的な計

画として「吉敷まちづくり計画（第２次「地域づくり計画」・第３次「地域福祉活動計画」）

【計画期間：平成 30～34年度】」を策定しました。 

 

 

  



    

各計画の計画期間 

  

 

（４）計画の改定 

計画の改定にあたっては、地域の課題を洗い出し、課題解決の方策を模索するため、最初

に、まちづくり関係団体に対するヒヤリングを実施し、それをもとに計画の素案を作成し、

住民座談会を３回、団体座談会を５回開催しました。 

住民座談会では、地域の課題について住民の忌憚のない意見や要望を伺い、分野ごとの活

動計画に織り込みました。また、団体座談会では、住民座談会で出された意見や要望に基づ

き、まちづくり関係団体と今後の取り組みについて意見交換を行いました。 

 

計画の策定経過 

時 期 区 分 

H27.10.6 準備会議 

H27.10.28 第１回策定委員会 

H28.8月 他地域の調査 

H29.6月 まちづくり関係団体ヒアリング 

H29.10月 住民座談会（３回） 

H29.10～11月 まちづくり関係団体座談会（５回） 

H29.12.16 第２回策定委員会 

H30.4.26 地区社会福祉協議会理事会 

H30.4.26 吉敷自治会委員会 

H30.4.28 地域づくり協議会運営委員会 

H30.4.28 第３回策定委員会 

H30.5.12 総会・代議員会 

 

Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34

第１次｢地域福祉活動計画｣

第１次｢地域づくり計画｣

第２次｢地域福祉活動計画｣

吉敷まちづくり計画
（第２次｢地域づくり計画｣・

第３次「地域福祉活動計画｣）



    

２ 地域の概況 
 

（１）立地条件 

吉敷地域は、県や市の文化教養施設が立ち並ぶ市の中心部と至近距離にあり、北部は美祢

市や萩市に接しています。 

幹線道路として、東西に国道 9 号と県道 204 号が、北に向けて国道 435 号が通っており、

車での移動は便利な地域ですが、ＪＲの駅がなく、バスの運行の区間や便数に制約があるな

ど、公共交通機関による移動は不便です。 

面積は、26.67ｋ㎡で、約半分が山林です。 

北に山口県を代表する登山コースである東鳳翩山と西鳳翩山が連なっており、身近なとこ

ろで登山を楽しむことができます。 

地域の中心部を流れる吉敷川は桜の名所で、良城小学校の児童によるホタルの幼虫の放流

も行われています。 

南部には、平成 24 年の第 66 回国民体育大会及び第 11 回全国障害者スポーツ大会の主会

場となった維新百年記念公園や県児童センターがあり、住民の憩いの場となっています。 

平成 30年度には山口警察署が、平成 31年度には県中央児童相談所など県の 5つの福祉相

談機関が統合され、元県消防学校跡地（下東）に移転されることになっており、今後、県の

警察行政や福祉行政において重要な役割を有する地域になります。 

 

（２）地域の現状と課題 

吉敷地域は、国道 9号や国道 435号の整備等により、団地の造成やアパートの建設が進み、

人口が急増しており、従前から住んでいる世帯よりも他地域から移住してきた世帯の方が圧

倒的に多くなっています。 

こうした地域は、地域との関わりよりもプライバシーを重視する傾向があり、隣近所をは

じめとする住民どうしの交流が少なく、地域行事の参加者の固定化や地域活動のマンネリ化

が生じています。 

また、町内会・自治会に加入しない世帯や子ども会に加入しない世帯も生じており、今後

とも、こうした状況が続くと地域コミュニティの崩壊が懸念されます。 

一方、吉敷畑や中尾地区においては、高齢化が進み、農林業の後継者の確保や世代間交流、

運転免許証返納に伴う日常における交通手段の確保など、生活における切実な問題が生じて

います。 

  前述のように、吉敷地域は、近年、住民の生活環境が大きく変化し、早急に解決しなけれ

ばならない課題が山積しており、特に、町内会・自治会と地域団体の結束による新たな地域

コミュニティの形成と、これからの地域づくりを担う人材の確保・育成が喫緊の課題となっ

ています。 

 

  



    

３ 基本方針、課題解決のための取り組み 
 

  本計画の策定にあたり、地域住民の皆さんに「自分たちのまちは自分たちでつくる」とい

う意識を持っていただき、地域活動に積極的に参加していただくため、まちづくりの「スロ

ーガン」と「活動目標」を掲げることにしました。 

 

（１）スローガン 

スローガンについては、吉敷地域の現状から、計画の推進においては住民の一人ひとりが

主体的に地域の中でふれあい、ともに支え合う土壌をつくりあげていくことがまずもって重

要であること、また、吉敷地区地域づくり協議会において、既にこうした現状を踏まえ、「笑

顔あふれるふれあいのまち」の実現を協議会の目的としていることから、次のとおり設定し

ました。 

 

 

 

 

（２）活動目標と将来像 

活動目標については、地域の課題を「地域振興」、「地域福祉」、「安心・安全」、「環境づく

り」、「地域個性創出」の５つの分野に整理し、地域としてこれから目指していく将来像を掲

げました。 
 

分 野 地域として目指す将来像 

①地域振興 ふれあいと交流による元気で住みよいまち 

②地域福祉 ともに支え合い心豊かに暮らせるまち 

③安心・安全 みんなで協力してつくる安心で安全なまち 

④環境づくり 美しい自然をみんなで守る快適なまち 

⑤地域個性創出 固有の歴史や文化による個性あふれるまち 

 

（３）課題解決のための取り組み 

これまで取り組んできた事業の成果や吉敷地域の現状・課題などを踏まえ、まちづくりの

スローガンのもと、活動目標の実現に向けて地域課題の解決に取り組んでいきます。 

  

『 みんなで支え合う 笑顔あふれるふれあいのまち 吉敷 』 



    

［活動目標］①地域振興 

 ふれあいと交流による元気で住みよいまち 

 

 地域の課題 課題解決のための取り組み（方向性・活動項目） 

１ ・地域の諸課題を地域ぐるみで解決

していく必要がある。 

・高齢者や障がい者に配慮した公共

交通体系の整備が必要である。 

・元出張所・公民館跡地の活用を図

る必要がある。 

・空き家や空き地対策の検討が必要

である。 

・有害鳥獣の情報が必要である。 

 

◎地域課題の解決に向けた取り組み 

・住みよいまちづくりのための地域の課題について調査・検討を行

うとともに、課題解決に向けての支援を市に要請していく。 

・地域の見守り活動やふれあいあいさつ運動をはじめ、各種イベン

トや行事、有害鳥獣情報の発信などについて総合的に協議・検討

する「（仮称）ふれあいネットワーク協議会」を設立する。 

・交流の促進に向けた空き家や空き地の活用方策の検討を行う。 

 

２ ・住民の自治意識や連帯感を高める

必要がある。 

 

 

◎町内会・自治会活動の活性化 

・町内会・自治会の地域コミュニティの活性化を促進する。 

・町内会・自治会と地域団体との連携を図り、地域における様々な

活動・取り組みの充実・活性化を図る。 

 

３ ・他地域から移住してきた人が多く、

住民同士のふれあいや交流が求め

られている。 

 

◎住民の交流促進 

・町内会・自治会や地域団体と連携して、住民のふれあいや交流を

促進するための活動を幅広く展開するとともに、住民が参加しや

すい環境づくりを推進する。 

・事業の企画・運営に女性や若者の参画を求めるなど、幅広い世代

の意見を反映した取り組みを推進する。 

・団塊世代の専門的な知識や経験、ノウハウを活用した交流の場の

創出について検討する。 

・住民の自発的なふれあいや交流の取り組みを促進する。 

・ふれあいあいさつ運動として、登校時の「おはよう」の声かけ見

守りを推進するとともに、新たに下校時の「おかえり」の声かけ

見守りを実施する。 

 

４ ・地域づくりの人材やリーダーが求

められている。 

 

 

 

◎人材の発掘と育成 

・住民参加の実行委員会方式による事業実施を推進する。 

・若者やアクティブエイジの交流の場を創出するとともに、地域づ

くりへの積極的な参加を進め、今後の地域活動を担う人材やリー

ダーの発掘・育成に努める。 

 

 

 



    

 

 

 

事 業 名 備 考 

①地域課題の把握のための住民座談会、住民アンケートなどの実施 

②コミュニティ交通に係る調査・検討 

③元出張所・公民館跡地や空き家・空き地等の活用方策の検討 

④（仮称）ふれあいネットワーク協議会の設立［新規：H30～］ 

 ・見守り活動やふれあいあいさつ運動などの総合調整 

・地域の有害鳥獣目撃情報や犯罪等の発生状況の発信、共有 

⑤特産品の発掘・検討 

 

 

 

 

①町内会・自治会間の情報・意見交換会の開催 

②町内会・自治会と地域団体との連携による地域活動の活性化 

 

 

 

町内会・自治会数 

 H30.5月現在 16 
 

町内会長会 

 毎月１回開催 

①大運動会、夏まつり、ふるさとまつり、親睦ゴルフ大会等の開催 

②フォトコンテストの開催［新規：H30～］ 

 ・誰もが気軽に参加できるフォトコンテストの開催 

③地域交流センターやげんきやかたなど交流施設の利用促進 

④地域団体間の交流促進とネットワーク化の推進 

⑤若者交流会、アクティブエイジ交流会の開催 

⑥休耕田などを活用した交流の場の創出［新規：H30～］ 

⑦地域の自発的な事業への支援 

⑧ふれあい標語の募集・啓発 

⑨ふれあいあいさつ運動の推進 

⑩成人式思い出づくりの支援 

 

 

大運動会：４月 

夏まつり：８月 

ふるさとまつり：11月 

多世代交流ＧＧ大会：３月 

 

 

 

 

 

 

①住民参加の実行委員会方式による各種事業の実施 

②若者交流会、アクティブエイジ交流会の開催 

 

 

 

 

大運動会実行委員会 

夏まつり実行委員会 

ふるさとまつり実行委員会 

フォトコンテスト実行委員会 

 

  

［主な活動主体］ 

・町内会・自治会（住民） ・地域づくり協議会 ・地区社会福祉協議会 ・実行委員会 



    

［活動目標］①地域振興 

ふれあいと交流による元気で住みよいまち 

 

 地域の課題 課題解決のための取り組み（方向性・活動項目） 

５ ・住民の多様な情報ニーズやインタ

ーネットの普及に対応した情報の

提供が必要である。 

・地域団体の活動を住民に周知する

必要がある。 

◎広報活動の推進 

・地域の様々な情報の提供に努めるとともに、インターネットを活

用した情報の発信に努める。 

・団体活動を動画等により広く紹介するとともに、参加体験を通し

た団体活動の拡充に努める。 

 

６ ・子ども会活動などを通して、元気

で活力ある地域づくりが求められ

ている。 

 

 

 

 

 

 

◎子どもたちの地域活動の活性化 

・子ども会活動の活性化を図る。 

・吉敷の豊かな自然や歴史、伝統的な文化について、子どもたちが

自主的に学習する機会の創出に努める。 

・子ども会と地域団体との連携、サロンや老人クラブとの共催事業

の開催を促進する。 

・レノファ山口など吉敷にゆかりのあるプロスポーツチームや有名

選手、アーティストと子どもたちがふれあう機会の創出に努める。 

 

７ ・スポーツによる活力ある地域づく

りが求められている。 

 

 

 

 

 

 

◎地域スポーツの振興 

・体育振興会と町内会・自治会とが連携して、住民に様々なスポー

ツの機会の提供を行うとともに、市主催体育行事への参加と好成

績の獲得を図るなど、スポーツの振興に努める。 

・社会教育に関する講話や講習、体育の実技指導について検討する。 

 

 

８ ・偏見や差別のない地域社会を形成

していく必要がある。 

 

 

 

◎人権学習の推進 

・人権を尊重した思いやりのある地域社会を形成するため、各種啓

発活動に努める。 

・人権についての理解と認識を深める人権学習を推進する。 

・人権環境の実態把握や、人権学習推進大会のあり方を検討する「人

権環境検討委員会」を設置する。 

 
 

 

 

 

 

 



    

 

 

 

事 業 名 備 考 

①地域広報紙「ふるさとだより よしき」の定期的な発行 

②ウェブサイトやフェイスブックによる情報の発信 

③団体活動動画等の活用による団体活動のＰＲと拡充［新規：H31～］ 

・団体活動を動画等により紹介し、住民の参加を広く呼びかける。 

④参加体験を通した団体活動の拡充 

 

ふるさとだよりよしき 

月 1回発行 
 

フェイスブック 

 平成 28年 4月開設 
 

①子ども会活動の推進 

②子ども会活動やスポーツ少年団活動への支援 

③子ども会と地域団体との連携の促進 

④子ども会とサロンや老人クラブとの共催事業の開催 

⑤自然や歴史散策、登山など各種講座の開催 

⑥子どもとスポーツ選手、アーティスト等との交流の場の創出 

 

 

 

東鳳翩山ふれあいウォーク：５月 

①グランドゴルフ大会の開催 

②親睦ソフトバレーボール大会の開催 

③親睦ソフトボール大会の開催 

④ニュースポーツ教室の開催 

⑤市民体育大会への参加 

⑥市民駅伝競走大会への参加 

⑦講話・講習の開催、実技指導の実施検討 

 

グラウンドゴルフ：５月 

ソフトバレーボール：６月 

ニュースポーツ：７月 

市民体育大会：９月 

ソフトボール：10月 

市民駅伝競走大会：1月 

 

 

①地区人権学習推進大会の開催 

②懸垂幕を活用した啓発活動の実施 

③小・中学校への人権作品（標語、ポスター、作文）の募集 

④人権学習講演会における情報発信 

⑤「人権環境検討委員会」における協議・検討 

 

 

人権学習推進大会：２月 

 
 
 
 
 

 

  

［主な活動主体］ 

・町内会・自治会（住民） ・広報委員会 ・子ども会 ・体育振興会 ・人権学習推進協議会 



    

［活動目標］②地域福祉 

ともに支え合い心豊かに暮らせるまち 

 

 地域の課題 課題解決のための取り組み（方向性・活動項目） 

１ ・一人暮らしの高齢者や高齢者だけの

世帯などの見守りが必要である。 

・登下校時などの子どもの見守りが

必要である。 

・高齢者や障がい者などの災害時の

避難行動への支援が必要である。 

 

◎見守りの推進 

・近隣住民などによる高齢者等の見守り・訪問活動を推進する。 

・子どもの見守り活動として、登校時の「おはよう」の声かけ見守

りを推進するとともに、新たに下校時の「おかえり」の声かけ見

守りを実施する。 

・見守り活動や「ふれあいあいさつ運動」に関する情報、地域行事

などの情報を広く発信する。 

・見守り活動を充実していくため、老人クラブなどの地域団体やボ

ランティアなどへの参加の呼びかけを行う。 

・災害時における近隣住民などによる高齢者等の避難行動の支援を

推進する。 

 

２ ・高齢者等が外出したり、地域住民

と関わる機会が必要である。 

・地域に伝わる昔遊びや伝統などを、

地域の中で交流しながら学ぶ機会

が必要である。 

 

 

 

 

 

◎住民の交流促進 

・高齢者などの住民が気軽に集い、出会い、つながりを生み出す交

流の場づくりを推進する。 

・スポーツや地域行事などを通して多世代の交流を促進する。 

・子ども会と地域団体との連携、サロンや老人クラブとの共催事業

の開催を促進する。 

・男性も興味を持つ内容や高齢者の送迎の工夫など、住民が参加し

やすい事業の実施について検討を進める。 

・仲間づくりを通して、生活を豊かにする楽しい活動を行う組織「老

人クラブ」の組織化と活動の充実を推進する。 

・福祉団体の視察や、サロンの旅行など、高齢者等が外出する機会

を支援する。 

 

 

  



    

 

 

 

事 業 名 備  考 

①見守り訪問活動の推進 

②ふれあい給食の推進 

③あいさつカレンダーを活用した子どもの見守り活動 

④ふれあいあいさつ運動の推進 

⑤「災害時一人も見逃さない運動」や「災害時要援護者支援制度」の推進 

⑥「（仮称）吉敷地域見守り活動総決起大会」の開催［新規：H30～］ 

⑦回覧板の手渡し運動の推進 

⑧災害時地域支え合いマップづくりの推進と更新 

 

 

 

 

ふれあい給食利用者数 

 H30.4月現在 68食 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①ふれあい・いきいきサロン活動の推進 

②グラウンドゴルフやペタンク、敬老会などの敬老行事の推進 

③高齢者生きがいセンター「げんきやかた」の利用促進 

④グラウンドゴルフ大会やどんど焼きなど多世代交流イベントの開催 

⑤老人クラブ活動の推進と設立の促進 

⑥福祉団体や福祉施設などによる交流の機会の創出 

⑦市社協バスなどを活用した外出の促進 

 

 

 

 

 

 

ふれあい・いきいきサロン設置数 

H30.5月現在 12 
 

げんきやかた利用数 

H29 91件 1,119人 
 

老人クラブ数 

H30.5月現在 ７ 
 

ペタンク交流大会：３月 

 

 

   

［主な活動主体］ 

・町内会・自治会（住民） ・地区社会福祉協議会 ・民生委員児童委員協議会 ・福祉員協議会 

・母子保健推進協議会 ・食生活改善推進協議会 ・老人クラブ ・ふれあい給食会 

・つどいの広場「楽楽楽」 ・子ども会 ・ふれあい・いきいきサロン ・ボランティア 



    

［活動目標］②地域福祉 

ともに支え合い心豊かに暮らせるまち 

 

 地域の課題 課題解決のための取り組み（方向性・活動項目） 

３ ・子育て中の親子が安心して集える

場や、子育てなどについて学ぶ場

が必要である。 

・相談窓口をはじめ、気軽に集える

場所や子育て講座など、地域の子

育てに関する情報が必要である。 

 

◎子育ての支援 

・地域の子育てを支援するため、放課後児童クラブを運営する。 

・子育て中の親子が気軽に集い、交流や相談ができる「子育て集い

の広場「楽楽楽」」を運営する。 

・各種子育て講座を開催するとともに、ボランティアの協力を得た

り、託児を実施するなど、参加しやすい工夫を協議・検討する。 

・身近な相談者である主任児童委員や児童委員、福祉員、母子保健

推進員の活動を推進するとともに、住民に活動内容等を紹介する。 

・地域の子育てに関する情報を集約するとともに、広報紙やウェブ

サイト等を活用して発信する。 

 

４ ・体を動かす機会など、健康づくりに

取り組むきっかけが必要である。 

・一緒に運動する仲間が必要である。 

・運動に関する知識や地域情報が必

要である。 

・健康的な食習慣を学ぶ場が必要で

ある。 

 

◎健康づくりの推進 

・スポーツやイベントなどを通して、地域ぐるみによる健康づくり

を推進する。 

・朝食の摂取や、栄養バランスのとれた食事に関する知識の普及と

食体験の機会を提供する。 

・母子保健推進員や食生活改善推進員の活動を推進するとともに、

住民に活動内容等を紹介する。 

 

５ ・日頃の困りごとを相談する窓口が

必要である。 

・地域の福祉活動の担い手が必要で

ある。 

・ボランティア活動や地域貢献活動

のコーディネートが必要である。 

 

◎生活課題の解決に向けた仕組みづくり 

・地域の様々な団体や組織等が、住民の不安や困りごとなど生活課

題を発見・把握して、解決に向けた取り組みを行う。 

・身近な相談者、支援者である民生委員・児童委員や福祉員の活動

を推進するとともに、住民に活動内容等を紹介する。 

・福祉活動の担い手となる人材を育成・支援するとともに、合同研

修会などの開催を通して情報共有の機会を増やし連携すること

で、さらなる福祉活動を推進する。 

・ボランティアを呼びかけ組織化するとともに、地域のニーズの把

握に努め、これらのマッチングを行う。 

・地域で福祉活動を始めてみたい方を、参加につなげるきっかけづ

くりをはじめ、福祉活動の場の提供や、福祉活動をしたい人と地

域の福祉関係団体との橋渡しを行う。 

 

  



    

 

 

 

事 業 名 備 考 

①放課後児童クラブ「もみじ学級」の運営 

②つどいの広場「楽楽楽」の運営 

③子育て講座などの開催 

④福祉活動実践者の活動推進 

⑤子育て情報の集約と発信 

⑥子育て支援団体間交流会の開催 

 

 

 

 

 

もみじ学級 

 H30.5月現在 定員 60人 
 

もみじ第２学級  

H30.5月現在 定員 56人 
 

子育て集いの広場「楽楽楽」 

 毎週月、火、木曜日 
 
 

①グラウンドゴルフやペタンク、いきいき百歳体操などの推進 

②同好会や老人クラブ、サロン活動の推進 

③地域大会の開催や市大会等への参加の促進 

④ウォーキングなど健康づくり講座の開催 

⑤利用しやすいウォーキングコースの設定［新規：H30～］ 

⑥食育講座の開催 

 

 

 

①高齢者保健福祉総合調査などによる地域の把握の推進 

②見守り訪問活動の推進 

③福祉活動の充実、支援 

④広報活動の充実 

⑤地域福祉関係者の合同研修会や意見交換の場づくり 

⑥ボランティアバンク活動の推進 

⑦福祉体験教育の推進、支援 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティアバンク登録者数 

H30.5月現在 6人 

 

 

  

［主な活動主体］ 

・町内会・自治会（住民） ・地区社会福祉協議会 ・民生委員児童委員協議会 ・福祉員協議会 

・母子保健推進協議会 ・食生活改善推進協議会 ・老人クラブ ・つどいの広場「楽楽楽」 

・子ども会 ・ふれあい・いきいきサロン ・ボランティア 



    

［活動目標］③安心・安全 

みんなで協力してつくる安心で安全なまち 

 

 地域の課題 課題解決のための取り組み（方向性・活動項目） 

１ ・各家庭で普段から災害に対する準

備をしておく必要がある。 

◎自分の身を自分で守る取り組みの推進 

・地震や台風、火災などの災害に備えるため、災害に関する知識を

身につけ、防災用品を整えたり、避難場所を確認するなど、自分

の身を自分で守る「自助」の取り組みを推進する。 

 

２ ・地域防災（地区防災会）体制の充

実・強化を図る必要がある。 

・町内会・自治会や地区ごとの自主

防災組織の設立が必要である。 

 

◎地域防災体制の充実 

・町内会・自治会や地区ごとの自主防災組織の設立を促進するとと

もに、地域防災組織と単位自主防災組織の連携体制を確立する。 

・地域防災組織の取り組みを周知して、防災組織への参画を促すと

ともに、防災意識の高揚に努める。 

・防災訓練の実施や避難ルートの作成・周知、災害時要援護者の救

援体制の強化、情報伝達の仕組みづくり、避難所運営体制の検討

など、地域防災の取り組みを推進する。 

 

 

 

３ ・消防団活動を地域で支える必要が

ある。 

◎消防団活動への後援 

・地域の安全・安心を守ってくれている消防団を地域ぐるみで応援

するため、活動内容等について広報紙やウェブサイトなどを活用

して広く住民へ周知する。 

 

４ ・交通ルールを住民全員が遵守する

必要がある。 

・通行に危険な道路の点検・整備が

必要である。 

 

 

◎交通安全の推進 

・「交通事故０宣言地区」として、ゾーン３０をはじめとした交通

ルール遵守やマナー向上を目指した啓発活動を実施する。 

・住民や関係機関が連携して、子どもや高齢者などを対象に、交通

安全意識の高揚を図る。 

・道路や交通安全施設の点検と管理者等への連絡・調整を行う。 

・交通立哨等を通して、児童・生徒の登下校などを見守る。 

・反射材の着用を呼びかけて、夜間の事故防止を推進する。 

 

 

  



    

 

 

 

事 業 名 備  考 

①地域広報紙などを活用した防災知識の普及・啓発 

②防災講演会や地区学習会などの開催 

③市防災メールの登録推進 

 

 

 

①自主防災組織の設立促進 

②情報伝達体制の整備 

③危険箇所マップの整備 

④災害種類別の避難ルートの作成・周知 

⑤地区別避難マニュアルの検討［新規：H30～］ 

 ・各地区の実態を調査して、適切な個別避難マニュアルを作成する。 

⑥災害時要援護者の把握と見守りを担う人材の確保 

⑦図上訓練や実動訓練の実施 

⑧避難所運営体制の検討 

⑨防災資機材の充実 

 

自主防災組織数 

H30.3月現在 ３組織（吉敷、
上東、赤田） 
 

①消防団後援組織の体制強化と後援活動の充実 

②町内会・自治会等を通じた消防団員の募集 

③広報紙やウェブサイトなどを活用した情報発信 

④消防団の活動動画などを活用した情報発信の検討 

 

 

①各種交通安全運動への参加 

②交通立哨や見守り活動の推進 

③子どもや高齢者等に対する交通安全教育の実施 

④反射材の利用促進に向けた交通安全講座等の実施 

⑤交通安全旗やのぼり旗、標語を活用した啓発活動の実施 

⑥青パト巡回やチラシの配布、ゾーン３０による啓発活動の実施 

⑦カーブミラーの設置促進 

⑧道路や交通安全施設などの点検等 

 

 

 

  

［主な活動主体］ 

・町内会・自治会（住民） ・防災検討委員会 ・地区防災会 ・交通安全・防犯対策協議会 



    

［活動目標］③安心・安全 

みんなで協力してつくる安心で安全なまち 

 

 地域の課題 課題解決のための取り組み（方向性・活動項目） 

５ ・うそ電話詐欺などの犯罪の被害を

防止する必要がある。 

・夜間暗く危険な道路に安全対策が

必要である。 

・空き家対策が必要である。 

 

 

 

 

◎防犯対策の推進 

・詐欺や空巣、押売りなどの犯罪被害の防止に向けた啓発活動を実

施する。 

・防犯灯の設置を促進する。 

・防犯上問題のある空き家について、市に対策を要請する。 

６ ・子どもの健全育成を地域ぐるみで

進める必要がある。 

 

 

◎子どもの見守り活動の推進 

・青少年健全育成組織や町内会・自治会、小中学校などの関係団体

が連携を強化して、子どもの見守り活動を推進する。 

・子どもの見守り活動を推進するため、活動を担うボランティア団

体の組織化について検討を行う。 

・子どもと住民との様々なふれあいや交流の場の創設をはじめ、子

どもの学びの場や、安心して過ごせる場を提供する。 

・子どもの非行防止のため、夏休みの夜間巡回を実施するとともに、

効果的な巡回ルートの検討を行う。 

 

 

  



    

 

 

 

事 業 名 備  考 

①犯罪のないまちづくり、暴力追放県民大会への参加 

②高齢者防犯教室の開催 

③うそ電話詐欺防止キャンペーンの実施 

④青パトによる防犯パトロールの実施 

⑤防犯キャンペーン横断幕の設置 

⑥防犯灯の設置促進 

⑦市への空き家の防犯対策の要請 

⑧災害時における地域内防犯パトロールの実施 

 

うそ電話詐欺キャンペーン 

年金支給日 
 

青パトによる防犯パトロール 

毎月３回 

①見守り活動の推進 

②ステッカーなど見守り啓発資材の検討、見直し［新規：H30～］ 

③「青少年見守りの検討委員会」によるこどもの見守り活動の検討 

④見守りボランティア団体の組織化検討［新規：H30～］ 

・学校や家庭外の住民による見守り隊の結成 

⑤「こども１１０番の家」の拡充 

⑥ボランティアや花壇づくりなどを通した子どもの健全育成 

⑦ 子ども会運営の支援 

⑧「こども希望検討委員会」による子ども会支援 

 

夏休み夜間巡回 

７月中旬～８月中旬 

  

［主な活動主体］ 

・町内会・自治会（住民） ・交通安全・防犯対策協議会 ・青少年健全育成協議会 ・子ども会 



    

［活動目標］④環境づくり 

美しい自然をみんなで守る快適なまち 

 

 地域の課題 課題解決のための取り組み（方向性・活動項目） 

１ ・環境に対する住民の関心度、理解

度を深め、住民総参加による環境

美化活動を進める必要がある。 

 

 

◎環境美化活動の推進 

・町内会・自治会と関係団体が連携して、河川清掃や花いっぱい運

動など、地域の環境美化活動を推進する。 

・「草刈り隊」など住民の自主的な環境美化活動を推進する。 

・町内会・自治会と関係団体が連携して、ペットの飼育マナーの向

上や不法投棄の防止など、環境美化に関する啓発活動に取り組む。 

・環境づくり推進協議会に各町内会・自治会からの参画を進め組織

強化を図るとともに、活動内容のＰＲに努める。 

 

２ ・美しい吉敷の自然環境をみんなで

守っていく必要がある。 

・吉敷川のホタルの増殖・放流活動

を通して、環境の保全を地域全体

で取り組む必要がある。 

 

 

◎自然環境の保全 

・子ども達の教育の場や住民の憩いの場として活用できる吉敷の自

然環境を見直し、地域の宝物としてその整備・保全に努める。 

・ホタルの名所として、良城小学校や行政等と連携して、ホタルの

増殖・放流の取り組みを推進する。 

・住民の交流を図りながら、自然環境の保全を地域全体で取り組む

機運を醸成するため、「ホタル」を活用したイベントの開催を検討

する。 

 

 

  



    

 

 

 

事 業 名 備  考 

①河川清掃などの環境美化活動の実施 

②花いっぱい運動などの実施 

③草刈り隊による吉敷川河川敷清掃の実施 

④広報紙や回覧などを活用した啓発活動の実施 

⑤啓発看板の設置促進 

⑥各町内会・自治会からの委員や連絡員としての参画検討 

⑦環境貢献者表彰の実施 

 

 

早朝河川一斉清掃：毎年７月 

環境講演会：年１回 

①ホタル増殖・放流事業の実施 

②ホタルの増殖・放流を行う吉敷川河川敷清掃の実施 

③「（仮称）吉敷ホタルまつり」の開催検討［新規：Ｈ30～］ 

 ・自然環境保全の機運醸成と住民の交流 

④鳳翩山登山道の「桜の樹広場」の清掃 

⑤中尾の藤棚の保全活動の実施 

 

 

 

吉敷川河川清掃：毎年５月 

桜の樹広場清掃：毎年５月 

ホタル採取：６月 

ホタル放流の集い：９月 

 
  

［主な活動主体］ 

・町内会・自治会（住民） ・環境づくり推進協議会 ・ホタル委員会 



    

［活動目標］⑤地域個性創出 

固有の歴史や文化による個性あふれるまち 

 

 地域の課題 課題解決のための取り組み（方向性・活動項目） 

１ ・地域の歴史や文化を活用した個性

ある地域づくりが必要である。 

◎文化による地域づくり 

・住民の吉敷の歴史や文化に対する関心や理解を深めるとともに、

文化による住民の交流を進めるため、地域散策イベントの開催な

ど様々な地域活動を展開する。 

・大内氏の海外通商ルートであった道場門前から吉敷を経て下関市

豊北町の肥中浦に至る「肥中街道」の整備と活用に努める。 

・大内氏遺跡「凌雲寺跡」など、吉敷の文化を活用した地域づくり

について、調査検討を行う。 

    

２ ・吉敷に伝わる文化を次世代に継承

していく必要がある。 

 

 

◎文化の保存・継承 

・先人から受け継がれてきた貴重な文化を、地域ぐるみで次世代に

継承していく。 

３ ・吉敷の特色や魅力を住民に実感し

てもらう必要がある。 

 

 

 

◎自然や歴史とのふれあいの場の創出 

・吉敷の豊かな自然や美しい四季、輝かしい歴史が日々実感できる

多彩なウォーキングコースを設定するとともに、多世代の参加に

よるウォーキングイベントを開催する。 

  

 

 

 

 

 

 

  



    

 

 

 

事 業 名 備 考 

①地域散策イベントの開催 

②郷土学習講座、出前郷土学習講座の開催 

③古文書読書会の開催 

④肥中街道の調査研究、整備 

⑤凌雲寺跡の活用の調査検討 

⑥文化による広域的な学習や交流の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①案内板の整備 

②文化遺産資料の収集、整理、保管 

③文化財保存会の設立の検討 

 

 

 

 

①ウォーキングコースの設定［新規：H30～］ 

・史跡めぐりや景観散策など多彩なコースを設定 

②ウォーキングイベントの開催［新規:H32～］ 

 ・設定コースよる交流イベントの開催 

 

 

 

 

 

  

［主な活動主体］ 

・町内会・自治会（住民） ・文化振興協議会 



    

４ 計画の推進 
 

  まちづくりに関する活動は、幅広い分野にわたり、関係する団体も多いことから、地域づ

くり協議会及び地区社会福祉協議会が総合的な調整を行っていきます。 

  町内会・自治会やまちづくり関係団体は、相互に連携しながら、本計画に基づき地域課題

の解決のための取り組みを進めていきます。 

 

（１）計画の普及・啓発 

まちづくりの主役である地域住民にとってより身近で、本計画の基本方針や取り組みを地

域全体で共有し、住民主体のまちづくりを進めるため、町内会・自治会やまちづくり関係団

体へ計画書を配布するとともに、地域住民へ計画書の概要版を配布します。 

また、地域広報紙やウェブサイトなども活用しながら、計画書を広く普及・啓発していき

ます。 

 

（２）情報提供・情報共有の推進 

本計画を実現していくためには、地域づくり協議会や地区社会福祉協議会、まちづくり関

係団体などが、それぞれ持つ情報を地域住民にわかりやすく提供し、情報共有することが必

要です。 

このため、こうした情報の積極的でわかりやすい発信に努めていくとともに、地域広報紙

やウェブサイトの充実に取り組んでいきます。 

 

（３）計画の評価等 

本計画について、活動目標ごとに事業の進捗状況を確認するなどの進行管理を行うととも

に、地域住民の視点からの評価・検証を行い、こうした結果などに基づく必要な見直し等も

進めていきます。 

評価にあたっては、単に事業の実施を確認するだけでなく、ヒアリングや住民アンケート

などにより、住民や地域、まちづくり関係団体等が持つまちづくりや本計画に対する意識の

把握に努めつつ、さらに本計画を推進していきます。 
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(1)人口、世帯数 

区 分 吉 敷 山口市 構成割合 

人口 14,859  192,766          7.7％   

%     0～14歳（年少人口）  2,325(15.7％) 25,705(13.3％) 9.0％   

 15～64歳（生産年齢人口） 9,231(62.1％) 112,153(58.2％) 8.2％   

 65歳以上（老年人口） 3,303(22.2％) 54,908(28.5％) 6.0％   

世帯数 6,443 

14,859 

87,936          7.3％   

※括弧内は構成割合                      【資料】住民基本台帳（H30.2.28現在） 

 

(2)年齢別人口（吉敷） 

区 分 男 女 合 計 人口比率 

年

少

人

口 

0～4歳 392  373  765  5.2％  

5～9歳 371  395  766  5.2％  

10～14歳 398 396  794  5.3％  

小 計 1,161(16.5％)

  

1,164(14.9％)

  

2,325(15.7％)

  

－ 

生

産

年

齢

人

口 

15～19歳 450  420  870  5.8％  

20～24歳 360  411  771  5.2％  

25～29歳 350  364  714  4.8％  

30～34歳 428  487  915  6.2％  

35～39歳 449  508  957  6.4％  

40～44歳 578  583  1,161  7.8％  

45～49歳 562  598  1,160  7.8％  

50～54歳 440  508  948  6.4％  

55～59歳 443  460  903  6.1％  

60～64歳 396  436  832  5.6％  

小 計 4,456(63.4％) 4,775(61.0％) 9,231(62.1％) － 

老

年

人

口 

65～69歳   430    496    926  6.2％  

70～74歳   345    422    767  5.2％  

75～79歳   265    342    607  4.1％  

80～84歳   205    275    480  3.2％  

85～89歳   113    225    338  2.3％  

90～94歳    46     99    145  1.0％  

95～99歳 7     29     36  0.2％  

100歳以上     0      4  4  0.0％  

小 計 1,411(20.1％) 

  

1,892(24.1％)

  

3,303(22.2％)

  

－ 

合 計 7,028  7,831  14,859  － 

※括弧内は構成割合                      【資料】住民基本台帳（H30.2.28現在） 

  



    

(3)町内会・自治会別の人口推移 

町内会・自治会 
S52年 
(1977) 

H19年 
(2007) 

H29年 
(2017) 

H29(2017)年 

S52(1977)年 

対 比 

H19(2007)年 

対 比 

吉敷畑 

 

95  53  40  42.1％  75.5％  

中尾西 

 

256  226  217  84.8％  96.0％  

中尾東上 

 

81  61  51  63.0％  83.6％  

中尾東下 

 

93  92  80  86.0％  87.0％  

緑ヶ丘 

 

 213  183   85.9％  

赤田 

 

649  1,848  1,988  306.3％  107.6％  

佐畑 

 

991  2,954  3,111  313.9％  105.3％  

中村 

 

773  1,400  1,543  199.6％  110.2％  

木崎 

 

309  406  473  153.1％  116.5％  

木崎団地 

 

 272  220   80.9％  

上東 

 

661  3,222  3,215  486.4％  99.8％  

上東住宅団地 

 

 199  283   142.2％  

下東 

 

1,296  2,538  2,522  194.6％  99.4％  

京面団地 

 

 222  248   111.7％  

大橋町 

 

339  246  243  71.7％  98.8％  

稲葉町 

 

270   584  535  198.1％  91.6％  

合 計 5,813  14,536   14,952  257.2％  102.9％  

※山口よしき病院・愛児園は佐畑へ、湯田大橋・下東公務員住宅は下東へ参入    【資料】住民基本台帳 

 

  



    

(4)人口推計 

区 分 
2015年 
（H27） 

2025年 
（H37） 

2035年 
（H47） 

2045年 
（H57） 

2055年 
（H67） 

2065年 
（H77） 

2015年 ⇒ 2065年 

増 減 増減率 

山 口 市 

 

197,422 188,269 177,655 163,197 148,747 132,619 -64,803 -32.8％ 

大   殿 7,566 7,172 6,680 6,112 5,528 4,855 -2,711 -35.8％ 

白   石 10,390 9,939 9,366 8,712 7,875 6,840 -3,550 -34.2％ 

湯   田 12,981 12,272 11,422 10,308 9,174 7,933 -5,048 -38.9％ 

仁   保 3,256 2,749 2,332 1,944 1,674 1,437 -1,819 -55.9％ 

小   鯖 4,706 4,159 3,674 3,089 2,671 2,329 -2,377 -50.5％ 

大   内 22,878 22,699 21,961 20,521 18,924 16,942 -5,936 -25.9％ 

宮   野 15,136 14,936 14,495 13,659 12,679 11,569 -3,567 -23.6％ 

吉   敷 

   

14,823 14,616 14,123 13,288 12,268 10,920 -3,903 -26.3％ 

平   川 20,402 20,601 21,355 21,160 20,326

8,543 

19,122 -1,280 -6.27％ 

大   歳 13,481 13,568 13,247 12,494 11,626 10,443 -3,038 -22.5％ 

陶 2,584 2,210 1,951 1,682 1,462 1,274 -1,310 -50.7％ 

鋳 銭 司 3,064 2,541 2,113 1,659 1,354 1,145 -1,919 -62.6％ 

名 田 島 1,290 1,125 937 741 625 542 -748 -58.0％ 

秋穂二島 2,333 2,035 1,700 1,367 1,110 937 -1,396 -59.8％ 

嘉   川 6,533 5,975 5,352 4,624 4,064 3,541 -2,992 -45.8％ 

佐   山 2,704 2,501 2,241 1,940 1,715 1,493 -1,211 -44.8％ 

小   郡 25,502 25,164 24,190 22,581 20,628 18,188 -7,314 -28.7％ 

秋   穂 6,680 5,878 5,060 4,245 3,655 3,147 -3,533 -52.9％ 

阿 知 須 9,426 8,748 8,101 7,456 6,892 6,168 -3,258 -34.6％ 

徳   地 5,915 4,797 3,825 2,965 2,404 2,049 -3,866 -65.4％ 

阿   東 5,772 4,585 3,530 2,650 2,092 1,745 -4,027 -69.8％ 

※各地域の数値の合計は、端数処理の関係から山口市の数値とは一致しない 【資料】第二次山口市総合計画 

  



    

(5)高齢化率推計 

区 分 
2015年 
（H27） 

2025年 
（H37） 

2035年 
（H47） 

2045年 
（H57） 

2055年 
（H67） 

2065年 
（H77） 

2015年 ⇒ 2065年 

増 減 

山 口 市 

 

27.0％ 29.7％ 31.6％ 35.1％ 36.6％ 38.3％ 11.3％ 

 大   殿 27.6％ 29.6％ 32.3％ 36.5％ 37.9％ 39.5％ 11.9％ 

白   石 25.0％ 27.7％ 33.6％ 39.8％ 37.3％ 32.9％ 7.9％ 

湯   田 27.4％ 30.4％ 34.5％ 39.6％ 41.7％ 38.6％ 11.2％ 

仁   保 42.6％ 43.9％ 41.7％ 41.8％ 40.1％ 38.9％ -3.7％ 

小   鯖 37.3％ 41.0％ 39.9％ 40.3％ 42.3％ 39.8％ 2.5％ 

大   内 21.9％ 26.2％ 29.5％ 34.6％ 37.4％ 35.5％ 13.6％ 

宮   野 24.1％ 27.8％ 29.5％ 32.3％ 31.7％ 36.4％ 12.3％ 

吉  敷 22.3％ 25.2％ 29.6％ 35.3％ 38.1％ 35.2％ 12.9％ 

平  川 16.6％ 18.9％ 20.1％ 22.7％ 26.0％ 46.8％ 30.2％ 

大  歳 20.4％ 24.2％ 27.3％ 33.5％ 38.2％ 38.0％ 17.6％ 

陶 37.2％ 39.3％ 38.3％ 38.7％ 39.2％ 40.8％ 3.6％ 

鋳 銭 司 44.0％ 48.9％ 46.8％ 44.7％ 41.0％ 44.2％ 0.2％ 

名 田 島 43.3％ 47.8％ 45.0％ 43.0％ 40.9％ 39.0％ -4.3％ 

秋穂二島 40.7％ 47.5％ 48.0％ 45.8％ 42.5％ 38.8％ -1.9％ 

嘉   川 34.5％ 37.9％ 38.8％ 39.9％ 39.1％ 37.2％ 2.7％ 

佐   山 33.6％ 37.6％ 38.6％ 40.0％ 38.4％ 35.0％ 1.4％ 

小   郡 21.6％ 25.4％ 29.8％ 36.2％ 40.0％ 37.9％ 16.3％ 

秋   穂 39.6％ 42.7％ 42.0％ 41.4％ 38.7％ 37.4％ -2.2％ 

阿 知 須 31.0％ 30.5％ 30.7％ 35.6％ 36.8％ 34.0％ 3.0％ 

徳   地 48.4％ 52.4％ 50.0％ 46.2％ 40.6％ 37.7％ -10.7％ 

阿   東 51.0％ 55.7％ 52.8％ 48.1％ 42.4％ 37.4％ -13.6％ 

【資料】第二次山口市総合計画 

 

  



    

(6)高齢者等の状況 

地 区 

①高齢者保健福祉実態調査 
②見守り活動 

個別ケース票 ③災害時 

要援護者 

 

④ふれあ

い給食 

利用者 65～69歳 

独居 

70歳以上 

独居 

75歳以上 
ふたり 
暮らし 

ねたきり 
70歳以上 

独居 

その他 

高齢者 

吉敷畑 

 

4  3  2  0  3  0  0  0  

中尾西 

 

2  

  

10  5  0  10  

 

0  0  1  

中尾東上 

 

1  2  0  0  1  0  0  0  

中尾東下 

 

1  

  

0  2  0  0  

 

1  0  0  

緑ヶ丘 

 

2  10  4  0  5  

 

0  2  3  

赤田 

 

14  22  16  0  10  

2 

0  6  9  

佐畑 

 

10  35  

  

20  1   21  

  

1  0  7  

中村 

 

3  15  8  0  5  0  0  6  

木崎 

 

0  7  0  0  5  1  1  8  

木崎団地 

 

2  5  1  0  0  0  0  2  

上東 

 

12  55  33  0  20  4  4  13  

上東住宅団地 

 

1  4  4  0  0  0  0  0  

下東 

 

15  53  24  0  31  2  1  6  

京面団地 

 

0  2  5  0  2  0  0  0  

大橋町 

 

1  18  20  0  2  0  0  7  

稲葉町 

 

7  25  25  0  5  1  0  6  

合 計 75  266  169  1  120  10  14  68  

【資料】（①：H29.5.1現在、②③④：H30.4.1現在） 

 

(7)公共施設等（市関係） 

名 称 所 在 地 

吉敷地域交流センター 吉敷佐畑一丁目 4番 1号 

良城小学校 吉敷佐畑三丁目 3番 3号 

鴻南中学校 維新公園四丁目 7番 1号 

吉敷幼稚園 吉敷佐畑四丁目 6番 1号 

吉敷高齢者生きがいセンター 吉敷佐畑一丁目 10番 13号 

吉敷つどいの広場「楽楽楽」 吉敷佐畑五丁目 7番 13号 

子育てセンター山口 維新公園五丁目 10番 1号 

放課後児童クラブもみじ学級 吉敷佐畑三丁目 3番 70号 

放課後児童クラブもみじ第２学級 吉敷佐畑三丁目 3番 3号 

上東第２公園 吉敷中東二丁目 17番 

稲葉公園 吉敷中東一丁目 6番 

北稲葉公園 吉敷中東一丁目 26番 



    

(8)避難所 

名 称 所 在 地 
災害適応種別 

洪水 土砂 高潮 地震 津波 

吉敷地域交流センター 吉敷佐畑 1-4-1 ○ ○ ○ ○ ○ 

良城小学校（体育館） 吉敷佐畑 3-3-3 ○ ○ ○ ○ ○ 

鴻南中学校（体育館） 維新公園 4-7-1 ○ ○ ○ ○ ○ 

鴻南中学校（校舎） 維新公園 4-7-1 ○ ○ ○ ○ ○ 

吉敷幼稚園 吉敷佐畑 4-6-1 ○ － ○ ○ ○ 

 

(9)避難所（広域避難場所） 

名 称 所 在 地 収 容 地 域 収容可能人員 

維新百年記念公園 維新公園 4-1-1 旧市内 吉敷・大歳地区 

吉敷 

45,500人 

 

(10)消防団 

年 度 
吉 敷 山口市 

分団数 団員数 分団数 団員数 

H29(2017)年度 1 37 33 1,199 

【資料】消防年報（平成28年版）（H29.4.1現在） 

 

(11)町内会・自治会 

区 分 吉 敷 山口市 

町内会・自治会数 16 769 

加入世帯 5,222 66,793 

加入率 86.0％ 78.7％ 

   ※正会員のみ           【資料】H28自治会等自治振興交付金申請書による自治会側の自己申告 

 

(12)町内会・自治会加入率の推移（吉敷） 

区 分 H23(2011)年度 H28(2016)年度 

町内会・自治会数 16 16 

加入世帯 5,078 5,222 

加入率 90.0％ 86.0％ 

   ※正会員のみ             【資料】自治会等自治振興交付金申請書による自治会側の自己申告 

 

(13)民生委員・児童委員 

区 分 吉 敷 山口市 

民生委員・児童委員数 20 447 

（H29.9.1現在） 

 



    

(14)福祉員 

区 分 吉 敷 山口市 

福祉員数 22 

 

837 

（H29.8.31現在） 

 

(15)母子保健推進員 

区 分 吉 敷 山口市 

母子保健推進員数 10 211 

（H29.8.31現在） 

 

(16)食生活改善推進員 

区 分 吉 敷 山口市 

食生活改善推進員数 9 357 

（H30.4.1現在） 

 

(17)老人クラブ（その１） 

区 分 吉 敷 山口市 

会員数 319 

 

8,115 

高齢者数 4,054 66,329 

加入率 7.9％ 12.2％ 

                                  【資料】市協働推進課（H28.4.1現在） 

 

(18)老人クラブ（その２） 

名 称 男 女 合 計 

畑老友福寿会  11  13 

 

 24 

 中尾朗友会  12 

 

 20 

 

 32 

 赤田福寿会  16 

 

 22 

  

 38 

 佐畑福寿会  33 

 

 67 

 

100 

木崎福寿会   6 

 

  9 

 

 15 

 上東福寿会  44 

 

 53 

 

 97 

 下東親寿会  13 

 

 13 

 

 26 

 合 計 135 197 332 

【資料】吉敷地区老人クラブ連合会（H30.4.1現在） 

 

  



    

(19)子ども会 

区 分 吉 敷 山口市 

単位子ども会数 10 350 

子ども数 387 

 

9,700 

 幼児数 44 

 

763 

  小学生数 286 

 

6 

 

7,029 

 中学生数 56 

 

1,881 

 高校生相当数 1 

 

  

27 

育成者数   80 

 

3,239 

合 計 467 

 

 

12,939 

【資料】H29子ども会組織調査 

 

(20)鴻南中学校 

学 年 １年 ２年 ３年 合 計 

生徒数 250 252 267 769 

                                              （H30.4.1現在） 

 

(21)良城小学校 

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合 計 

児童数 147 151 128 125 130 143 824 

                                                                       （H30.4.5現在） 

 

(22)吉敷幼稚園 

学 年 年長ぞう組 年長きりん組 年中うさぎ組 合 計 

園児数 17 17 19 53 

                                                                       （H30.4.1現在） 

 

(23)おおとり保育園 

学 年 たんぽぽ こすもす れんげ すみれ きく もも ゆり ひまわり 合 計 

園児数 9  12  16  23  21  21  21  33  156  

                                                                       （H30.4.1現在） 

 

  



    

(24)ふれあい・いきいきサロン 

地区 名 称 活 動 内 容 

中 尾 中尾杏の会 
体操、血圧測定、会食、手芸、歌、グラウンドゴルフ、 
コーラス、オカリナ、ペタンク、講演会、新年交流会 

緑ケ丘 緑ヶ丘なごみの会 健康体操、ストレッチ、各種講話、茶話会 

赤 田 あかだ 
健康体操、歌の集い、歴史講話会、子ども会との交流、 
新年会、クリスマス会など 

佐 畑 山びこの会 
カラオケ、茶話会、トランプ、健康情報等、会食会、 
レクリエーション、ゲーム、鼓太鼓、 
ボランティアによる余興、清掃活動 

中 村 

中村カラオケ同好会 
カラオケ、談話、会食、講話会、忘年会、新年初会、 
花見 

中村なごみ元気 
グループの会 

季節の行事、ゲーム、レクリエーション、各種講座、 
体操、茶話会 

上 東 

サロン寿 
歌ごえ活動、演奏会、ペタンク、ウォーキング、 
健康体操、グラウンドゴルフ、川柳、詩吟鑑賞、 
忘年会、ゲーム 

ひまわりの会 
小物づくり、季節の行事、茶話会、ゲーム、紙芝居、 
レクリエーション、体操、ストレッチ、料理など 

下 東 

下東カラオケ同好会 カラオケ、町内の融和、課題曲を練習・発表 

Ｇ・Ｇ下東同好会 
グラウンドゴルフ、世代交流の促進、健康体操、 
子ども会花壇の整備、町内会行事への参加、茶話会 

大橋町 秋桜の会 手作り食事会、お楽しみ会、勉強会 

稲葉町 稲葉あじさいの会 
手芸、工芸、茶話会、健康教室、会食会、三世代交流、 
グラウンドゴルフ 

 


